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10月29日に臨時会が開かれ、副議長や各常任委員長をはじめ、
議会の新しい人事構成が決まりました。

安
全
・
安
心
、
福
祉
向
上
に

議
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

昨
年
10
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
多
く
の
議
員
の
皆
様
に

よ
り
、
副
議
長
の
要
職
に
選
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に

身
に
余
る
光
栄
と
同
時
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

町
政
発
展
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
な
お
一
層
努
力
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

堀
見
町
政
に
な
っ
て
３
年
目
、
議
会
は
執
行
部
と
車
の
両
輪

と
し
て
、
町
政
が
円
滑
に
前
進
で
き
る
よ
う
議
論
を
重
ね
な
が

ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
近
年
、
局
地
的
集
中
豪
雨
や
竜
巻
に
よ
る
被
害
が
全
国

的
に
起
き
て
お
り
ま
す
。
本
町
で
も
、
昨
年
は
集
中
豪
雨
が
あ

り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
し
て
大
き
な
被
害
に
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
こ
と
は
何
よ
り
で
し
た
。
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

に
対
し
、
町
民
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な
町
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
福
祉
向
上
、
農
業
振
興
、
商
工
業
振
興
に
、
議
会

と
し
て
一
層
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
方
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
を
致
し
ま

し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

副 議 長

岡 村　統 正

議会運営委員会
議会の日程、議案や一般質問の取り扱いなど議
会運営を円滑に行うために必要な事項や、議長
からの諮問事項を審査します。

委
員
長
　
　
松
浦
隆
起

副
委
員
長
　
　
中
村
卓
司

委
　
　
員
　
　
西
村
清
勇

委
　
　
員
　
　
永
田
耕
朗

委
　
　
員
　
　
片
岡
勝
一

委
　
　
員
　
　
坂
本
玲
子

産業厚生常任委員会
主に産業建設課、国土調査課、健康福祉課、町
民課、病院などの所管に関する事項、請願、陳
情を調査・審査します。

委
員
長
　
　
西
村
清
勇

副
委
員
長
　
　
片
岡
勝
一

委
　
　
員
　
　
藤
原
健
祐

委
　
　
員
　
　
徳
弘
初
男

委
　
　
員
　
　
岡
村
統
正

委
　
　
員
　
　
松
浦
隆
起

委
　
　
員
　
　
坂
本
玲
子

総務文教常任委員会
主に総務課、税務課、収納管理課、教育委員会
などの所管に関する事項、請願、陳情などを調
査・審査します。

委
員
長
　
　
中
村
卓
司

副
委
員
長
　
　
永
田
耕
朗

委
　
　
員
　
　
藤
原
健
祐

委
　
　
員
　
　
今
橋
寿
子

委
　
　
員
　
　
森
　
正
彦

委
　
　
員
　
　
邑
田
昌
平

委
　
　
員
　
　
下
川
芳
樹



△1億1,024万

54万

55万

△53万

12
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

12
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

会 計 名

一 般 会 計

補正後の額補正額

国民健康保険

介 護 保 険

後期高齢者医療

特
別
会
計

3 平成28年2月1日 第65号

71億8,308万

20億1,369万

18億2,844万

2億616万

平成27年度12月補正予算　 （単位：円）
12
月
定
例
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
10
日

ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条

例
改
正
な
ど
議
案
12
件
、
諮
問
２
件
を
審

議
し
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
全
員
で
全
件

可
決
し
ま
し
た
。

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
は
１
件
を
審

議
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

１
件
、
請
願
１
件
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

人
　
　
事

人
権
擁
護
委
員

宇
賀
　
さ
よ
子
　
氏

佐
川
町
甲
１
６
１
２
番
地
21

安
田
　
節
子
　
氏

佐
川
町
中
組
１
０
８
４
番
地
２

条
例
制
定

ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
基
金
条
例
を

制
定ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
り
、

寄
附
さ
れ
た
寄
附
金
を
適
正

に
管
理
し
、
運
用
す
る
た
め

条
例
を
制
定
。

個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
制
定

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
本
町
に

お
け
る
個
人
番
号
の
利
用
に

つ
い
て
必
要
な
規
定
を
定
め

る
。

総
合
計
画

第
5
次
佐
川
町

総
合
計
画
の
策
定

本
計
画
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
の

10
年
間
で
、
佐
川
町
民
が
よ

り
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

ま
た
計
画
的
で
持
続
可
能
な

行
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た

め
の
具
体
的
な
方
法
　
等
を

示
し
た
計
画
を
策
定
。
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12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

財
産
管
理
費

３
０
２
万
円

Ｊ
Ｒ
西
佐
川
駅
及
び
斗

賀
野
駅
駅
舎
改
修
工
事
設
計

委
託
料
を
補
正
。

障
害
者
自
立
支
援
事

業
１
５
０
０
万
円

障
害
者
に
対
す
る
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
対
象
者

の
増
加
に
伴
う
補
正
。

森
林
・
林
業
政
策
の
推

進
を
求
め
る
意
見
書

「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」

の
着
実
な
推
進
、
財
源
確
保
、

地
域
林
業
に
お
け
る
課
題
解

消
に
向
け
た
新
た
な
政
策
の

確
立
、
地
域
材
及
び
認
証
材

の
計
画
的
供
給
・
販
売
体
制

の
確
立
を
図
る
こ
と
。

地
方
創
生
と
連
動
し
た
森

林
等
の
保
全
の
推
進
並
び
に

山
村
に
お
け
る
産
業
基
盤
及

び
生
活
環
境
の
整
備
の
促
進

を
図
る
こ
と
。

請願・陳情討論

安全保障関連２法の廃止を
求める陳情書

伊方原発再稼働を行わないことを
求める請願

反
対
討
論

松
浦
議
員

こ
の
法
案
は
日
本
が
武

力
攻
撃
を
受
け
た
と
同
様
な
、
深
刻
、
重
大
な
被

害
が
及
ぶ
場
合
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
憲
法
９
条

の
枠
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
安

全
関
連
２
法
の
廃
止
を
求
め
る
陳
情
に
は
反
対
で

あ
る
。

反
対
討
論

永
田
議
員

福
島
の
原
発
事
故
は
日

本
の
原
子
力
政
策
の
安
全
神
話
を
打
ち
砕
く
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
確
立
さ

れ
て
な
い
現
状
で
は
再
稼
働
は
や
む
を
得
な
い
と

考
え
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
請
願
に
は
反
対
で
あ

る
。

賛成少数で否決

活用が待たれる西佐川駅と斗賀野駅

気軽にご相談を

賛
成
討
論

下
川
議
員

絶
対
に
安
全
だ
と
言
い

切
れ
な
い
状
況
が
原
発
再
稼
働
に
は
伴
う
。
佐
川

町
で
も
そ
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
美

し
い
ふ
る
さ
と
を
後
世
に
残
す
た
め
の
選
択
を
す

べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
請
願
に
賛
成
で
あ
る
。

賛
成
討
論

坂
本
議
員

こ
の
法
律
は
多
く
の
学

者
が
憲
法
違
反
と
明
言
し
て
い
る
。
憲
法
９
条
の

精
神
を
生
か
し
子
ど
も
た
ち
に
平
和
な
未
来
を
残

し
た
い
。
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
の
あ
る
法

は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
陳
情
に
は
賛
成

で
あ
る
。
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国

保

ふ
る
さ
と
納
税

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

総
合
計
画

坂
本
議
員
　
国
保
税
は
今
後

２
年
間
は
、
一
般
財
源
投
入

で
値
上
げ
は
行
わ
な
い
と
の

認
識
で
よ
い
か
。

町
民
課
長
　
そ
れ
で
間
違
い

な
い
。

松
浦
議
員
　
寄
附
金
か
ら
運

営
経
費
を
差
し
引
く
こ
と
は

違
和
感
が
あ
る
。

総
務
課
長
　
ふ
る
さ
と
納
税

の
ト
ー
タ
ル
の
お
金
で
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
運
用
等
を
行

い
た
い
。

中
村
議
員
　
寄
附
金
の
中
で

の
経
費
の
割
合
は

総
務
課
長
　
経
費
に
約
55
％

か
か
る
。

坂
本
議
員
　
こ
の
制
度
に
は

不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
基

本
的
な
疑
問
に
答
え
、
住
民

へ
の
周
知
を
徹
底
す
べ
き
。

総
務
課
長
　
行
政
の
効
率
化

に
役
立
つ
。
番
号
を
記
入
し

な
く
て
も
受
け
付
け
な
い
こ

と
は
な
い
。

町
民
課
長
　
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
作
成
は
義
務
で
は
な

い
。
再
発
行
に
は
手
数
料
が

必
要
。

坂
本
議
員
　
障
害
者
福
祉
推

進
で
多
様
な
障
害
者
の
た
め

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
設
立
に
積
極
的
に
取
り

組
む
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
行
政
と
し

て
積
極
的
に
支
援
を
し
て
い

く
。

下
川
議
員
　
来
年
度
か
ら
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

町
長
　
住
民
と
協
働
し
て
、

10
年
間
し
っ
か
り
運
営
を
し

て
い
き
た
い
。

ふるさと納税のお返しの品々



全
国
の
自
治
体
で
は
、
災

害
で
発
生
し
た
が
れ
き
の
処

理
を
適
正
・
迅
速
に
行
う
た

め
の
「
災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
」
の
策
定
が
進
ん
で
い
な

い
。本

町
に
お
い
て
の
計
画
策

定
と
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き

場
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し

は
。

麻
田
町
民
課
長

本
県
は
29

年
度
ま
で
に
全
市
町
村
が
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
お
り
、
本
町
に
お
い

て
も
29
年
度
ま
で
と
い
う
目

標
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き
場

は
現
在
１
カ
所
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
、
計
画
策
定
を
検

討
す
る
中
で
、
１
カ
所
で
足

る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
決

め
て
い
き
た
い
。
地
域
の
公

園
や
避
難
所
と
な
る
公
民
館

な
ど
へ
設
置
可
能
な
と
こ
ろ

も
あ
る
か
と
思
う
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査

取
り
組
む
べ
き
だ

ピ
ロ
リ
菌
検
査

取
り
組
む
べ
き
だ

安否確認ボード

取り組むべきだ

安否確認ボード

取り組むべきだ

災害廃棄物処理計画

今後の見通しは

災害廃棄物処理計画

今後の見通しは
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松
浦
　
隆
起
　
議
員町民課長 29年度を目標に取り組む

町長 現時点では考えていない

災
害
発
生
時
に
お
け
る
迅

速
な
安
否
確
認
は
重
要
な
こ

と
だ
。
そ
の
取
り
組
み
の
ひ

健
康
福
祉
課
長

28
年
度
よ
り
取
り
入
れ
検
討

が
ん
検
診
へ
の
ピ
ロ
リ
菌

検
査
の
導
入
に
つ
い
て
、
３

回
に
わ
た
っ
て
質
問
し
て
お

り
、
前
回
、
取
り
入
れ
な
い

理
由
を
い
く
つ
か
答
え
を
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で
、
約

３
０
０
万
人
が
ピ
ロ
リ
菌
の

除
菌
を
行
い
、
内
視
鏡
検
査

で
、
胃
が
ん
が
早
期
発
見
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
事

実
を
踏
ま
え
た
と
き
に
、
本

町
で
取
り
組
ま
な
い
こ
と
に

大
き
な
疑
問
を
持
っ
て
い

る
。
取
り
組
む
べ
き
だ
。

岡
�
健
康
福
祉
課
長

28
年

度
よ
り
セ
ッ
ト
健
診
に
お
い

て
、
胃
が
ん
リ
ス
ク
に
関
す

る
検
査
を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し

て
取
り
入
れ
て
い
く
方
向
で

検
討
を
進
め
て
い
る
。

災害廃棄物仮置き場の万代鉱業跡地

ピロリ菌検査でがん予防

と
つ
と
し
て
、
家
族
の
無
事

を
周
囲
に
知
ら
せ
る
安
否
確

認
ボ
ー
ド
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
災
害
時
に
こ
の
ボ
ー
ド

を
ド
ア
ノ
ブ
に
か
け
る
こ
と

で
、
迅
速
な
人
命
救
助
に
つ

な
が
る
。
ぜ
ひ
、
取
り
組
む

べ
き
だ
。

堀
見
町
長

現
時
点
で
は
、

取
り
組
む
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

横
山
総
務
課
長

安
否
確
認

簿
で
必
要
な
家
を
一
目
で
確

認
で
き
る
。
安
否
確
認
ボ
ー

ド
は
救
助
を
必
要
と
し
て
い

る
世
帯
の
迅
速
な
支
援
に
つ

な
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
今
後
の
取

り
組
み
の
参
考
と
し
た
い
。



水道・給水管の

耐震化を

水道・給水管の

耐震化を

て
給
水
管
の
耐
震
化
を
計
画

的
に
実
施
で
き
な
い
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

佐
川

町
の
本
管
の
耐
震
化
率
は

21
％
。
ま
ず
は
本
管
の
方
を

耐
震
化
し
て
い
く
こ
と
が
先

決
だ
。
一
般
会
計
の
事
業
に

は
、
給
水
管
の
耐
震
化
に
対

応
で
き
る
も
の
が
な
い
。
個

人
財
産
の
給
水
管
を
公
費
で

耐
震
化
で
き
な
い
と
思
う
。

し
か
し
、
協
働
で
水
道
事
業

を
震
災
か
ら
守
っ
て
い
く
取

り
組
み
は
必
要
だ
。

そ
の
他
の
質
問

○
高
齢
者
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
制
度
充
実
を

要介護1から

障害者認定を

要介護1から

障害者認定を

健康づくりで

国保税引き下げを

健康づくりで

国保税引き下げを
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坂
本
　
玲
子
　
議
員 健康福祉課長 研究し対応

要
介
護
の
認
定
を
受
け
れ

ば
障
害
者
認
定
を
受
け
ら
れ

る
制
度
が
あ
る
。
佐
川
町
で

は
要
介
護
３
か
ら
だ
が
、
他

の
市
町
村
で
は
要
介
護
１
か

ら
障
害
者
認
定
を
出
し
て
い

る
。
同
じ
状
態
な
の
に
市
町

健康福祉課長 対策を立てやっていく

産業建設課長 まずは本管の耐震化

水道本管の耐震化は進んでいるが

水
道
管
で
本
管(

町
設
置)

と
給
水
管(

個
人
設
置)

が
あ

る
。
大
災
害
が
予
想
さ
れ
る

今
、
本
管
の
耐
震
化
は
も
ち

ろ
ん
給
水
管
の
耐
震
化
対
策

も
必
要
。
災
害
の
対
策
と
し

て
、
一
般
会
計
の
事
業
と
し

村
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
の

は
お
か
し
い
。

障
害
者
認
定
を
さ
れ
る

と
、
税
制
上
大
き
な
優
遇
措

置
が
あ
り
、
所
得
税
や
住
民

税
が
安
く
な
る
。
佐
川
町
も

ぜ
ひ
検
討
を
。

ま
た
そ
う
い
う
制
度
が
あ

る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
住

民
に
周
知
す
べ
き
だ
。

岡
�
健
康
福
祉
課
長

佐
川

町
は
要
介
護
３
か
ら
障
害
者

認
定
を
出
し
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
変
え
る
予
定
は
な
い

が
、
他
の
市
町
村
の
状
況
を

確
認
し
、
間
違
っ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
変
え
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
う
。

住
民
へ
は
広
報
で
知
ら
せ

た
り
、
支
援
を
す
る
方
に
も

制
度
の
周
知
を
お
願
い
し
て

い
る
。
な
お
、
さ
ら
に
研
究

し
対
応
す
る
。

国
保
税
や
介
護
保
険
料
の

引
き
下
げ
の
た
め
に
は
、
健

康
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
こ

と
が
大
切
だ
。
健
康
福
祉
課

と
町
民
課
の
連
携
は
も
ち
ろ

ん
、
機
構
改
革
も
視
野
に
入

れ
、
デ
ー
タ
を
生
か
し
た
戦

略
的
な
取
り
組
み
が
必
要

だ
。ま

た
住
民
の
や
る
気
を
引

き
出
す
工
夫
、
生
き
が
い
づ

く
り
等
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

麻
田
町
民
課
長

佐
川
町
で

は
デ
ー
タ
を
生
か
し
た
取
り

組
み
は
で
き
て
な
い
。
先
進

的
な
情
報
を
取
り
入
れ
や
っ

て
い
く
。
ま
た
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
を
立
て
や
っ
て
い

く
。

岡
崎
健
康
福
祉
課
長

人
員

の
体
制
、
配
置
も
検
討
す
る
。

県
が
取
り
組
む
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
に
も
参
加
し
た

い
。生

き
が
い
づ
く
り
で
は
、

退
職
後
の
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
取
り
組
み
が
必
要

と
思
っ
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
う
ま

く
組
み
合
わ
せ
、
将
来
的
な

医
療
費
抑
制
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

健康ウォーキングＩＮ加茂



ＴＰＰ大筋合意

その影響は

ＴＰＰ大筋合意

その影響は

地方創生事業
内容は

地方創生事業
内容は

堀見町政

2年間の総括は

堀見町政

2年間の総括は
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森
　
正
彦
　
議
員

町長 住民とともに取り組んだ

チーム佐川推進課長 雇用づくり等

産業建設課長 米価の下落心配

Ｔ
Ｐ
Ｐ
環
太
平
洋
連
携
協

定
が
大
筋
で
合
意
さ
れ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
合
意
が
発
効
さ
れ

た
場
合
の
佐
川
町
の
農
業
に

与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
町
は
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
の
問
題
も
あ
る
。

今
後
の
農
業
へ
の
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

農
水

省
の
国
内
農
業
へ
の
影
響
の

公
表
に
よ
る
と
、
米
は
輸
入

米
の
総
量
が
増
し
流
通
量
が

増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
価
格

の
下
落
が
心
配
さ
れ
る
。
茶
、

梨
、
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
、
ピ

ー
マ
ン
へ
の
影
響
は
限
定
的

だ
が
長
期
的
に
は
価
格
の
下

落
、
酪
農
は
長
期
的
に
は
加

工
原
料
乳
の
下
落
、
こ
う
い

っ
た
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

対
策
と
し
て
は
、
売
れ
る

米
作
り
や
、
酪
農
家
と
の
連

携
に
よ
る
飼
料
米
の
普
及
、

園
芸
作
物
で
は
有
望
作
物
の

生
産
拡
大
に
努
め
、
ブ
ラ
ン

ド
化
も
図
る
。
さ
ら
に
、
経

営
面
で
は
企
業
的
経
営
農
家

の
拡
大
や
集
落
営
農
の
普

及
、
将
来
的
に
は
法
人
化
も

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
な
施
策
は
、
中
学

３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料

無
料
化
、
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
、
自
伐
型
林
業
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
た
。
防
災

で
は
、
昨
年
の
台
風
で
の
経

験
も
踏
ま
え
、
よ
り
一
層
の

危
機
意
識
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

第
５
次
総
合
計
画
で
は
、

住
民
の
皆
様
の
思
い
が
詰
ま

っ
た
す
ば
ら
し
い
総
合
計
画

に
ま
と
ま
っ
た
と
思
う
。
来

年
度
以
降
、
こ
の
総
合
計
画

に
基
づ
き
確
実
に
施
策
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

住民参加のまちづくりを目指して

付
が
決
定
し
て
い
る
。
内
容

は
、
自
伐
型
林
業
を
核
と
し

た
雇
用
づ
く
り
と
地
域
活
性

化
事
業
に
５
千
万
円
、
移
住

促
進
、
観
光
推
進
、
牧
野
公

園
再
生
、
地
域
づ
く
り
、
ち

い
さ
な
拠
点
づ
く
り
、
子
育

て
支
援
ら
の
事
業
に
３
千
２

６
２
万
円
。
総
合
戦
略
を
策

定
し
た
団
体
に
交
付
さ
れ
る

１
千
万
円
だ
。
佐
川
町
は
満

額
の
交
付
額
と
な
っ
て
い

る
。推

進
体
制
は
、
現
状
の
体

制
で
進
捗
管
理
や
事
業
の
実

施
時
期
の
調
整
で
で
き
る
と

考
え
て
い
る
が
、
新
し
い
取

り
組
み
で
必
要
あ
れ
ば
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
な
ど
の
組

織
編
成
も
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

地
方
創
生
事
業
の
内
容
と

推
進
体
制
は
ど
う
す
る
の

か
。
ま
た
交
付
金
の
決
定
状

況
は
ど
う
か
。

片
岡
チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
長

総
額
９
千
２
６
２
万
円
の
交

酪農への影響が心配されるＴＰＰ

堀
見
町
長
は
就
任
し
て
任

期
半
分
を
経
過
し
た
。
２
年

間
の
総
括
は
。

堀
見
町
長

ま
ず
は
、
職
員

の
意
識
改
革
と
、
行
政
と
住

民
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
町

政
運
営
に
取
り
組
ん
だ
。



震
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
事
故
を
起
こ

せ
ば
わ
が
町
も
大
変
な
被
害

を
受
け
る
。

そ
こ
で
町
と
し
て
再
稼
動

を
認
め
な
い
よ
う
な
請
願
等

何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

町
の
考
え
方
は
。

堀
見
町
長

地
元
の
自
治
体

や
愛
媛
県
が
下
し
た
決
断
を

尊
重
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

防災対策
佐川での取り組みは
防災対策
佐川での取り組みは

福
島
の
原
発
事
故
が
起
き

国
や
県
は
事
故
後
の
対
策
を

実
施
し
て
い
る
が
、
地
域
の

住
民
は
大
変
な
思
い
で
過
ご

し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
高
濃
度

の
汚
染
水
は
大
量
に
発
生

し
、
一
部
が
太
平
洋
に
流
れ

出
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
こ

の
よ
う
な
事
故
を
二
度
と
繰

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

伊
方
原
発
は
活
断
層
上
に

あ
る
こ
と
か
ら
南
海
大
地
震

が
起
き
れ
ば
大
事
故
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ

の
原
発
は
老
朽
化
の
た
め
地

伊方原発
再稼働どう考える
伊方原発
再稼働どう考える

仁淀川上流の　
ごみ再処理場計画は
仁淀川上流の　
ごみ再処理場計画は

仁
淀
川
上
流
久
万
高
原
町

に
、
ご
み
の
再
処
理
場
の
計

画
予
定
が
あ
る
が
、
そ
の
情

報
を
町
は
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

考
え
が
あ
る
の
か
。

堀
見
町
長

し
っ
か
り
と
事

実
を
確
認
し
た
上
で
取
り
組

ん
で
い
く
。
情
報
の
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
し
て
感
度
よ
く
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て

い
る
。
事
実
を
把
握
で
き
な

い
時
点
で
は
軽
率
な
言
動
は

控
え
た
い
。

9 平成28年2月1日 第65号

中
村
　
卓
司
　
議
員 町長 事実を確認する

町長 地元の意見を尊重

仁淀川の清流はみんなの宝

町長 議会、住民とともに考える

今
年
関
東
で
は
大
水
害
が

発
生
し
た
。
佐
川
町
で
も
40

年
前
５
号
台
風
で
同
じ
よ
う

な
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

県
で
は
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

つ
く
り
、
防
災
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
佐
川
町
で
は

町
内
の
河
川
で
心
配
さ
れ
る

場
所
の
予
防
対
策
は
取
っ
て

い
る
の
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

町
内

の
河
川
は
県
河
川
で
は
あ
る

が
、
越
知
土
木
事
務
所
と
連

携
を
取
り
、
地
元
の
自
主
防

災
組
織
や
自
治
会
、
住
民
の

方
々
と
の
話
し
合
う
場
を
も

う
け
、
防
災
対
策
を
県
と
町

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

山を越えてやってくるかも　放射能

そ
の
他
の
質
問

○
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て



地域で活躍する住民に

町民賞を

地域で活躍する住民に

町民賞を

町独自での

教員採用はできないか

町独自での

教員採用はできないか

県河川

日下川・長竹川への対策は

県河川

日下川・長竹川への対策は
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害
に
対
し
、
県
河
川
で
あ
る

日
下
川
・
長
竹
川
へ
の
対
策

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

県
河

川
と
い
え
ど
も
町
内
に
あ

る
。
住
民
の
意
見
を
聞
き
、

県
に
伝
え
る
。
県
と
も
連
携

し
、
土
砂
を
撤
去
し
通
水
断

面
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

堀
見
町
長

日
高
村
と
佐
川

町
が
こ
の
河
川
の
考
え
方
で

異
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
町
と
し
て

住
民
の
命
、
財
産
を
守
る
取

り
組
み
を
進
め
て
行
く
。

下
川
　
芳
樹
　
議
員町長 取り組みを進める

町長 財政的な面含め難しい

町長 検討し決めたい

日
高
村
で
は
、
昨
年
の
水

害
を
受
け
国
、
県
と
「
日
下

川
総
合
内
水
対
策
計
画
」
を

策
定
し
河
川
へ
の
対
応
を
進

め
て
い
る
。

佐
川
町
は
加
茂
地
区
の
水

土砂や葦で埋まっている日下川

頑張る人たちに町でも表彰を

町
の
将
来
や
住
民
の
幸
せ

を
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
、

一
生
懸
命
に
活
動
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
は
町
の
宝
で
あ

る
。本

人
が
や
り
が
い
や
生
き

が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
次
世

代
に
継
承
す
る
た
め
に
町
民

賞
を
授
与
し
て
は
ど
う
か
。

横
山
総
務
課
長

平
成
24
年

度
に
佐
川
町
功
労
者
表
彰
規

程
を
制
定
し
て
い
る
。
制
度

を
十
分
に
活
用
し
て
い
な
い

の
で
、
今
後
は
４
年
に
１
回

の
間
隔
で
表
彰
し
て
い
く
。

堀
見
町
長

11
月
の
庁
議
で

は
４
年
に
１
度
の
目
安
で
表

彰
す
る
と
し
た
が
、
改
め
て

庁
議
の
場
で
町
民
賞
の
運
営

を
検
討
し
決
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
中
古
ハ
ウ
ス
の
活
用
に
つ

い
て

新
し
い
総
合
計
画
で
は
、

文
教
の
ま
ち
佐
川
を
確
実
に

継
承
し
、
佐
川
の
未
来
を
担

う
人
材
を
地
域
ぐ
る
み
で
育

て
る
と
の
方
針
だ
。

町
外
へ
の
人
事
異
動
が
無

く
町
独
自
の
教
育
に
取
り
組

む
よ
う
、
町
独
自
で
の
教
員

採
用
は
で
き
な
い
か
。

川
井
教
育
長

町
独
自
で
県

費
負
担
教
員
と
同
様
に
学
級

担
任
な
ど
す
る
こ
と
は
、
一

定
要
件
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
可

能
だ
が
県
内
に
は
例
が
な
い
。

堀
見
町
長
　
一
つ
の
学
校
で

教
職
員
と
し
て
仕
事
が
で
き

る
環
境
が
で
き
れ
ば
素
晴
ら

し
い
が
、
財
政
的
な
面
も
含

め
て
難
し
い
問
題
が
あ
る
。



牧野公園リニューアル事業
具体的な取り組みは

牧野公園リニューアル事業
具体的な取り組みは

襟
野
々
駅
に
駐
輪
場
が
な

い
た
め
交
通
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
。
当
事
者
の
マ
ナ
ー

は
当
然
で
あ
る
が
、
町
有
地

の
一
部
を
駐
輪
場
に
で
き
な

い
の
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長
　
襟

野
々
駅
の
東
隣
に
町
有
地
が

あ
る
。
そ
こ
を
駐
輪
場
と
し

た
い
。
利
用
者
と
通
行
者
の

安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

利
用
し
や
す
い
施
設
に
し
て

い
く
。

食育の取り組みは食育の取り組みは

男女共同参画
進捗状況は

男女共同参画
進捗状況は

襟野々駅の
駐輪場検討を

襟野々駅の
駐輪場検討を

11 平成28年2月1日 第65号

今
橋
　
寿
子
　
議
員 チーム佐川推進課長 整備進んでいる

産業建設課長 駐輪場設置を検討

給食は子どもを守り育てる

牧
野
公
園
は
行
政
と
住
民

と
の
協
働
事
業
の
１
つ
で
あ

る
が
、
こ
れ
か
ら
の
４
、
５

年
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

片
岡
チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
長

こ
れ
ま
で
は
育
て
る
こ
と
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
情
報
発
信

の
強
化
と
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
発
を
進
め
て
い
く
。

同
時
に
佐
川
町
の
楽
し
み

方
の
１
つ
と
し
て
ま
る
ご
と

植
物
園
と
位
置
づ
け
、
植
物

ガ
イ
ド
の
育
成
や
四
季
折
々

の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を

し
て
仲
間
を
増
や
し
な
が
ら

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
く
。

総務課長 実施計画すすめる

去
年
の
10
月
に
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
が
で
き
全
戸

に
配
布
さ
れ
た
。
実
施
計
画

の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
の

か
。
計
画
倒
れ
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
ス
ピ
ー
ド
感
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

横
山
総
務
課
長

実
施
計
画

の
素
案
を
も
と
に
し
て
、
今

月
12
月
15
日
に
佐
川
町
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を

開
催
し
、
事
業
内
容
の
精
査
、

事
業
実
施
に
つ
い
て
課
題
を

見
直
し
、
実
施
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

教育長 しっかり取り組む

食
育
は
大
切
だ
。
給
食
セ

ン
タ
ー
は
子
供
た
ち
や
働
く

家
庭
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
施
設
で
あ
る
。
ま
た

三
食
の
中
の
一
食
と
い
う
大

切
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

地
産
地
消
も
含
め
こ
れ
か
ら

の
取
り
組
み
は
。

川
井
教
育
長

食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
や
栄

養
士
が
各
小
中
学
生
に
食
育

の
指
導
を
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
ふ
る
さ
と
教
育
を
含

め
て
地
産
地
消
も
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

安全のために駐輪場設置が望まれる



マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
物
入
れ

が
壊
れ
て
い
る
。
い
つ
壊
れ

た
の
か
。
そ
の
報
告
が
あ
っ

た
の
か
。
ま
た
、
ヘ
ッ
ド
レ

ス
ト
の
レ
ー
ス
の
汚
れ
も
目

に
余
る
も
の
が
あ
る
。
町
外

か
ら
の
お
客
様
を
乗
せ
る
こ

と
か
ら
も
、
清
潔
を
保
っ
て

お
く
べ
き
だ
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
に
対
す

る
、
運
転
管
理
チ
ェ
ッ
ク
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
る
べ
き

だ
。

横
山
総
務
課
長

エ
ス
テ
ィ

マ
は
、
職
員
が
使
用
し
て
い

る
。
キ
ズ
に
つ
い
て
、
職
員

に
確
認
し
た
が
情
報
が
無

い
。マ

イ
ク
ロ
バ
ス
は
運
転
日

報
で
運
行
後
記
入
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
事
故
、
異
常
が

あ
っ
た
場
合
は
総
務
課
に
報

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
毎
回
チ
ェ
ッ
ク
は
で
き

て
い
な
い
。

運
転
日
報
、
車
両
チ
ェ
ッ

ク
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
か
ら
も
、
早
急
に
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
つ
く
る
。

ご
み
問
題
住
民
訴
訟
裁
判

費
用
の
請
求
を

ご
み
問
題
住
民
訴
訟
裁
判

費
用
の
請
求
を

ごみ問題住民訴訟裁判
最高裁の判決は

ごみ問題住民訴訟裁判
最高裁の判決は

公用車の
管理マニュアル作るべき

公用車の
管理マニュアル作るべき
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岡
村
　
統
正
　
議
員総務課長 適切なものをつくる

総務課長 町の全面勝訴が確定

公
用
車
の
運
用
管
理
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

エ
ス
テ
ィ
マ
の
キ
ズ
、
へ

こ
み
が
４
カ
所
あ
る
。
キ
ズ

つ
け
た
該
当
者
が
い
な
い
と

は
大
変
に
遺
憾
だ
。

こ
の
質
問
は
、
平
成
23

年
12
月
議
会
で
質
問
し
た
経

過
が
あ
る
。

係
争
中
の
ご
み
問
題
の
訴

訟
で
最
高
裁
の
判
決
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。

横
山
総
務
課
長

一
般
ご
み

処
理
裁
判
で
高
知
地
裁
で
は

敗
訴
、
高
松
高
裁
で
は
町
が

勝
訴
し
た
。
原
告
が
最
高
裁

に
上
告
し
て
い
た
が
、
こ
の

10
月
20
日
に
町
の
勝
訴
が

確
定
し
て
い
る
。

総
務
課
長

請
求
は
困
難

当
初
か
ら
の
費
用
は
、
概

算
で
ど
れ
く
ら
い
掛
か
っ
て

い
る
の
か
。

町
税
全
般
の
滞
納
の
収
納

に
取
り
組
み
、
成
果
が
上
が

っ
て
い
る
。
住
民
サ
イ
ド
か

ら
見
た
場
合
に
は
、
判
決
が

出
た
以
上
、
実
質
費
用
の
損

害
賠
償
を
求
め
費
用
請
求
す

べ
き
だ
。

今
後
、
毅
然
と
し
た
態
度

で
臨
ん
で
対
処
す
べ
き
だ
。

横
山
総
務
課
長

裁
判
１
件

の
費
用
で
、
１
７
０
万
円
ほ

ど
と
な
っ
て
い
る
。

請
求
す
る
に
は
裁
判
を
起

こ
す
必
要
が
あ
る
が
、
対
象

は
実
費
経
費
で
あ
り
弁
護
士

費
用
等
は
含
ま
れ
ず
、
勝
ち

取
れ
る
金
額
は
数
千
円
程
度

に
し
か
な
ら
な
い
こ
と
か
ら

現
実
的
に
難
し
い
。

堀
見
町
長

訴
訟
さ
れ
た
場

合
は
、
粛
々
と
対
応
し
て
い

く
。

公用車の管理徹底を

ごみ問題、裁判費用は税金から



長期休暇の開設実施 検討する
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地域間格差のない放課後児童プランに
すべきだ。学校と支援員等との連携、
学校施設の開放、長期休暇（夏、冬、
春休み）の開設等充実すべき。

（坂本議員）

施設面での解決と支援員の確保が課題

になる。学校以外の施設利用も考え、

春休み、冬休みの開設については、検

討する。

放課後児童クラブ、教室
の充実を（平成26年6月定例会）

議会広報編集委員会

委
員
長
　
　
森
　
　
正
彦

副
委
員
長
　
　
片
岡
　
勝
一

委
　
　
員
　
　
邑
田
　
昌
平

委
　
　
員
　
　
坂
本
　
玲
子

委
　
　
員
　
　
下
川
　
芳
樹

※
わ
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

議
員
に
選
ん
で
い
た
だ
い
て
か
ら
２
年

余
り
が
過
ぎ
た
。
広
報
委
員
と
し
て
議
会

だ
よ
り
を
発
刊
し
つ
つ
、
考
え
る
こ
と
が

あ
る
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
や
議
会
の
運

営
に
つ
い
て
、
も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
。
自
分
た
ち
の
町
の
進
み
方
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ

ん
な
思
い
で
議
会
広
報
の
編
集
に
臨
ん
で

き
た
。

今
年
か
ら
18
歳
に
選
挙
権
が
引
き
下
げ

ら
れ
る
。
ぜ
ひ
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で

政
治
に
関
心
を
持
ち
、
い
っ
し
ょ
に
佐
川

町
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
と
願

う
。

下
川

あなたが選んだ議員の
仕事ぶりを見にきませんか？

次の定例会は3月4日� 午前9時
開会予定です。傍聴においでください。

平成27年度から放課後児童クラブ

は夏、冬休みの開設がはじまってい

る。また、開所時間が改善された。

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え
No.36

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

ど う�
なった�

教 育 長�
答　　弁�



地域で
がんばる
地域で
がんばる
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―
楽
し
そ
う
で
す
ね
。

そ
り
ゃ
ー
も
う
、「
お
い

し
い
」「
あ
り
が
と
う
」
と

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

の
が
う
れ
し
い
し
楽
し
い
で

す
よ
。

―

メ
ン
バ
ー
は
何
人
で
す

か
？７

人
で
や
っ
て
い
ま
す
。

調
理
か
ら
配
達
・
販
売
ま
で

大
忙
し
で
す
。

―

ど
う
し
て
こ
の
活
動
を

始
め
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す

か
？高

齢
者
が
多
い
地
域
で
、

買
い
物
に
も
な
か
な
か
い
け

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
高
齢
者
に

お
い
し
い
食
べ
物
を
届
け
る

と
同
時
に
、
見
守
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
始
め

ま
し
た
。

―

品
数
が
多
い
で
す
ね
。

し
か
も
１
パ
ッ
ク
百
円
く
ら

い
で
利
用
者
は
い
く
つ
も
買

え
て
楽
し
み
に
し
て
い
る
の

で
は
。

品
数
は
毎
回
20
品
目
以
上

で
す
。
毎
週
火
曜
日
に
や
っ

て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
回
数

を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

地
区
内
外
か
ら
の
弁
当
や
皿

鉢
料
理
の
注
文
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。

―

ウ
ヮ
ー
　
忙
し
そ
う
で

す
ね
。

出
来
た
て
を
は
よ
う
届
け

た
い
き
ね
ー
。

―

ど
ん
な
所
へ
届
け
て
い

ま
す
か
？

地
域
の
お
年
寄
り
を
中
心

に
届
け
て
い
ま
す
。
一
般
の

方
に
も
販
売
を
し
て
い
ま

す
。
評
判
が
良
く
て
。

キ
ッ
チ
ン
や
ま
ぼ
う
し

キ
ッ
チ
ン
や
ま
ぼ
う
し

わ
が
ま
ち
佐
川
に

は
、
地
域
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
組
織

や
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
紹
介

し
ま
す
。

今
回
は
、
尾
川
地

区
の
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
「
た
い
こ
岩
」

を
拠
点
に
活
動
し
て

い
る
「
キ
ッ
チ
ン
や

ま
ぼ
う
し
」
の
田
村

弘
子
さ
ん
た
ち
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

北添さんと田村さん

「
キ
ッ
チ
ン
や
ま
ぼ
う
し
」

の
皆
さ
ん，

イ
キ
イ
キ
、
テ

キ
パ
キ
、
本
当
に
楽
し
そ
う

で
し
た
。
ま
す
ま
す
の
活
躍

で
地
域
を
見
守
っ
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
な
た
の
周
り
で
、
佐
川

町
の
元
気
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
る
「
組
織
や
グ
ル
ー
プ
」

を
ぜ
ひ
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

楽しみに待っていてくれる移動販売

やまぼうしのメンバーの方々

できた！これから販売だ！


